
2022.11.1 

　
　今回初めて実施。大阪で「絆食堂咲笑」を主宰するシェ
フの古庄浩氏を中心に、吉田・新山地区の有志10名のサ
ポートで約80食のふわとろオムライスを提供しました。
　また、食材については地元産にこだわり、殆ど全てを地
域の皆様からの無償提供でまかなうことが出来ました。
　今後、要望に合せて定期的な開催が期待されるところで
すが、継続のためには、運営体制づくりが求められるとこ
ろです。

　よしだむら保全組合・YYD・吉田文化会館共催で10月14日に、新米の収穫時に合せ
て、地元の子ども達に地元の食を味わってもらう目的で子ども食堂を開催しました。

食材・資材等の協力をいただ
いた皆様（順不同）
たかた採卵様・徳山恵介様・
伊木大介様・田原淳子様・徳
山奨様・新山はと麦味噌の会
様・上一枝様・北村卓士様・
徳永製麺様・吉田公民館様
現輝人：徳山和枝様・マジッ
ク：北村卓士様
調理：古庄浩様・新山/吉田
地区古庄浩応援団様

　10月13日・19日と2回に渡り、吉田保育所園児による稲
刈り作業・脱穀作業体験をYYDと共催で行いました。
　いねかり隊は、はぜ干し体験として、稲を束ねてはぜに
干す作業と稲穂から手で籾をちぎりとる脱穀体験を行いま
した。籾・もみ殻・玄米・白米の違いを体験。だっこく隊
は、干した稲穂をコンバインを使っ
て手動で脱穀する作業とコンバイン
の試乗・フレコンへの籾の排出作業
を見学しました。そして、収穫した
お米は保育所との共同栽培米として
31日のハロインの日に園児にプレゼ
ントされました。
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毎月第2・第4日曜日に開催中の「よしだ
日曜朝市」。開催場所をよしだ歯科前に
移動して行っています。売る楽しみ・買
う楽しみ・集う楽しみをみんなで創ろ
う！ご協力をよろしくお願いします。

お願い

稲刈りの農繁期を終えて、よしだむら環境保
全組合の2回目の一斉清掃を11月20日（日）
午前8時から実施します。皆様お繰り合わせて
ご参加よろしくお願いします。
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  10月25日に新吉中学校で「PROJECT 新吉PRE
SENTATION」の学習発表会があり、聞きに行き
ました。その中でジャンボタニシの駆除について提
言したグループがあり、興味深く話を聞かせていた
だき、手作りのチラシもいただきました。皆さまの
参考になればと思います。
  地域の農家の困りごとを研究課題にし、調査研究
し、身の危険をおかしながらもその食用の可能性ま
でも追求する探求心には思わず感動させられまし
た。
　農業の困りごとに目を向け、関心を持ってもらえ
ていることは素晴らしいことです。こんな入り口か
ら地域の農業の現状について考え、農業に夢を抱け
るようにするために、保全組合が微力ながら貢献で
きればと思いました。

　

　自衛の方法は？
　既にワイヤーメッシュや電気柵を設置され
ている方も多いと思いますが、設置に掛かっ
た費用の2／3を補助する制度があるので市役
所農政水産課へご相談ください。
　設置した後に、領収書や設置写真等を添付
した申請書を提出する必要があります。
　どんな柵が有効なのか？
　役所に罠を設置して欲しいという電話が良
く掛かりますが、あくまでも農産物等の被害
を防ぐのが目的です。罠の設置の要望と共に
現地での有効な防御策の設置に方法について
相談し、設置方法を決めるのが良作です。
　補助要件等
・柵の総延長が25m以上であること
・ワイヤーメッシュの場合は杭も対象
・対象経費の2/3の補助。上限は150,000円
（材旅費換算で225,000円まで）　

このところ立て続けに
「イノシシ」出現の情報
が寄せられ、畑を荒らさ
れたケースも増えていま
す。どう対策をとればい
いのでしょうか？とか
く、駆除の為の罠を仕掛
けて欲しいという要望が
上がってきますが、並行
して「自衛」の対策をと
らないと自分の農作物は
守れないのです。
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　塩田さんについては、吉田の宮地池
下のハウスを借りて圃場を整備中で、
保全組合の組合員としても活動に参加い
ただいています。引き続き皆様よろしく
お願いいたします。

今年の2月に大阪から
笠岡へ移住し農業をは
じめた塩田啓之さん
（57）がこの度、関戸
に圃場と家屋物件が見
つかり、11番町から転
居し、本格的に「ぶど
う」農家を目指して取
り組みをスタートさせ
ます。

今年も
徳山勲さんの菊が
満開です！
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